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研究要旨 当院における強直性脊椎の有病率について調査したところ 19.5%

で強直性脊椎を認めた。さらに 70歳代以降の有病率は 40.9％であり、男性に

限っては 50%を超えておりほぼ 2 人に１人は強直性脊椎を有している可能性

が示唆された。強直性脊椎に合併した椎体骨折は保存加療では遅発神経麻痺

を呈することからも手術加療（脊椎固定術）が推奨されている。このことか

らも70歳代以降では転倒などの軽微な外傷による脊椎骨折には注意すべきで

ある。 

 

Ａ．研究目的 

 当院における強直性脊椎の有病率につい

て全脊椎ＣＴ矢状断像/冠状断像を用いて

調査した 

 

Ｂ．研究方法 

 ２０１５年４月から２０１８年３月ま

で当院救命センターに搬送され、外傷初

期診療ガイドラインに基づき全脊椎ＣＴ

矢状断像／冠状断像を施行した２０歳以

上の１４７９例（男性１０２３例、女性

４５６例、平均年齢５４．７歳）を対象

とした。評価はＲｅｓｎｉｃｋの提唱し

た診断基準に準じ、対象患者における強

直性脊椎の有病率について１）性別２）

年代間３）脊椎高位で比較検討した 

 

Ｃ．研究結果 

 対象患者１４７９例のうち２８９例、

１９．５％に４椎体以上での骨化を認め

た。性別で見ると男性２１．１％、女性

１６．０％に骨化を認め男性に有意に多

かった。ＤＩＳＨを認める症例の平均年

齢は７１．７歳とＤＩＳＨのない症例の

平均年齢５０．６歳よりも有意に高く、

年齢と骨化の有無では正の相関を認めた。 

有病率を年代別、男女比で見てみると年

齢が高くなるにつれＤＩＳＨを認める症

例が多くなったが７０歳以降では４０．

９％にＤＩＳＨを認めた。男性に限って

みると７０歳以降のＤＩＳＨの有病率は

５０％を超えていた。頚椎・頚胸椎・胸

椎・胸腰椎・腰椎・全脊椎にわけ骨化高

位を検討してみると６８．３％は胸椎に

骨化を認め、胸椎のうち特にＴ８９１０

に骨化を認める症例が多かった。さらに T

８−１０の部位に骨化を有する 233症例の

うち T8-10 に胸椎後弯の apex の存在が

142症例（60.9%）にみられていた。また

T９高位にて横断像における骨化部位を

調べてみると椎体右腹側の領域に 98.3%

とほとんどの症例で存在していた。 
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Ｄ．考察、 

 ２０１４年以降に報告されたＣＴを用

いた４つの報告の特徴では高齢者、男性

に多く、胸椎高位、その有病率は８．７-

２７．１％であり、今回のわれわれの調

査とほぼ同様な結果が得られた。今回の

われわれの調査から７０歳代以降の有病

率は４０．９％であり、ほぼ２人に１人

は強直性脊椎を有している可能性が示唆

されたことから、７０歳代以降では転倒

などの軽微な外傷による脊椎骨折に注意

すべきであると考えられた。我々の研究

結果から靭帯骨化は椎体の右前方の位置

にほとんど存在しており、大動脈、静脈

と接する部位では少なかった。これは大

動脈の血流や血圧等がDISHの骨化進行に

関与している可能性が示唆された 

 

Ｅ．結論 

 全脊椎ＣＴ矢状断像/冠状断像の解析

から、過去のＤＩＳＨの有病率とほぼ同

様な結果（19.5%）が得られた。年代間の

比較から 70 歳代以降の有病率は 40.9％

であり、ほぼ 2 人に１人は強直性脊椎を

有している可能性が示唆された。靱帯骨

化はT8-10の椎体右前方の位置に存在し、

これは解剖学的な要素が関与している可

能性がある 
 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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   日本脊椎脊髄病学会（２０１８年４月） 

  

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1.特許取得 

 

2.実用新案登録 

 

3.その他 

 


